
診療科目：泌尿器科 
カテゴリ－：選択科目 
一般目標：泌尿器科疾患の診療に必要な基本的な考え方・技術を身に付ける。  

担当 科：泌尿器科 

期  間：原則２～３ヶ月 
 
A. 指導体制 

役 割 氏 名 職 名 医師登録年月日 
科目責任者 池田 大助 診療部長 1992. 5.22 

指導医 四柳 智嗣 診療部長待遇 1995. 6.22 

指導医 大筆 光夫 医長 2002. 5.23 

 
B. 指導原則・方法 
1. 外来研修並びに病棟研修において泌尿器科疾患の診断治療の実際を経験する。 
2. 基本的検査手術手技・医療面接・EBM・臨床疫学などの指導を受ける。 
3. 臨床カンファレンス，抄読会に参加する。 
 
Ｃ．週間スケジュール（表） 
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Ｄ．科目責任者からのメッセージ 
 外来で初診患者を診察し，必要により入院患者として受持つ体制を基本とします。泌尿

器科疾患の診療体系を理解してもらうためになるべく多くの検査・手術に参加して頂きま

す．病棟研修では最近特に重要とされているインフォームドコンセントについても実際に

体験していただきます．また臨床カンファレンス，抄読会を通じて泌尿器科領域おける

EBM，エビデンスがない場合の治療法の選択，文献による泌尿器科の最新の臨床診療を学
んでいただきます． 


